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1.　研究の背景と目的
　1990 年代初頭以降モンゴル国の政治は社会主
義から転換し，民主化と市場経済への移行をはじ
めた．これ以降多くの研究者がモンゴル牧畜民を
対象にした人類学的調査を行ってきた．そこでは
国家政策や市場経済などの外部要因がいかに牧畜
民の文化や社会に変化を及ばすのかについて研究
されてきた．
　しかしこれらの研究においては，牧畜民が能動
的に政策や市場経済に向き合うことが議論されて
こなかった．さらに，モンゴル高原における牧畜
の人類学は牧畜民の実践に着目する一方，政策や
市場経済によって導入されてくるモノそのものの
存在を等閑視している．次に，観光人類学では，
主に観光の場や地域住民の生活に着目し，ホスト
とゲストの関係について，また，生活の一部とな
る観光について検討してきた．これらの研究では，
観光に関わる時期に密着した生活や文化を議論す
る研究が多い一方で，人々が観光に関与しない季
節の観光と生活について研究してこなかった．ま
たホストとゲストや観光に関わらない人々の実践
に着目している一方で，観光におけるモノ自体を
後景化してしまった．
　もちろん，土産研究など観光におけるモノに関す
る研究は行われてきたが，それらは土産としてのモ
ノから社会関係や文化を検討することを目指してき
た．しかし，観光におけるモノと人を対称的に捉え，
モノと人の複雑な関係としての観光を分析する研
究はまだ萌芽的なものにとどまっている．
　このような問題意識のもとで，本研究では「ア
クターネットワーク論」の視点を用い，人とモノ
の複雑な関係から牧畜戦略と観光を捉えてみたい．
　本研究でアクターネットワーク論が重要となる
所以は，牧畜戦略と観光という現象をそれぞれ 1
つのネットワークとして捉え，国家政策，市場経
済という単一の要因や，あるいはホストとゲスト
という関係に限定されない，多様なアクターの間
の相互作用から立ち上がるものとして分析できる
点にある．また，内モンゴルにおける観光道路沿
い観光は夏に成形したり，冬に消失したりするな
ど，不安定性を持つ．アクターネットワーク論は，
このような不安定な観光を異種混交のアクターの
織り成すプロセスとして把握し，その形成，変化， 
消失というダイナミズムを分析できるのである．
　そこで本研究では，内モンゴルにおける牧畜民
を事例に，彼らは国家政策，市場経済，観光化な
どのアクターにどのように向き合い，牧畜戦略を
多様化しているのかをアクターネットワーク論の
視点から考察することを通じて，観光道路沿いの
観光がいかに人とモノの複雑な関係から形成され
ているのかを明らかにすることを目的とする．
2.　研究の方法と手続き
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　本研究は，内モンゴル，ヘシグテン旗で実施し
たフィールドワークをもとにしている．2016 年 5
月から 2018 年 8 月まで，筆者はヘシグテン旗を
3 回訪問し，牧畜民宅に住み込みながら，参与観
察と聞き取り調査を行った．
3.　研究の概要
　本論文のテーマはモノと人間の対立的な関係を
超え，モノと人間の相互作用に着目するというこ
とである．また，本論文では，内モンゴルにおけ
る牧畜民と国家政策，市場経済およびそれらを媒
介として導入されたモノなどの様々なアクターの
複雑な関係から，牧畜戦略の多様化と観光を描き
出した．
　本論文は 5 つの章から構成されている．第 1 章
では，モンゴル高原における牧畜を対象にした人
類学と観光人類学を批判的に検討し，本論文の問
いを出した．第 2 章では，本論文の調査地である
内モンゴルの基本情報や現象を説明した．内モン
ゴルでは，各地域の制度と自然環境の多様性に
よって，各地域の牧畜のあり方が異なる．そのた
め，内モンゴル，赤峰市，ヘシグテン旗，バヤン・
チャガン・ソム，ガチャ，ホトの順番で，内モン
ゴルの社会全体と牧畜業の現状を記述すること
で，調査対象での内モンゴル観光の社会的要素を
説明した．
　第 3 章では，中国の政治性に着目し，中国にお
ける観光発展の過程を考察する．その中で，民族
観光である内モンゴルの観光がどのように国家政
策に取り込まれ，環境問題，民族問題，経済問題
を解決する手段となされてきたのかを考察し，国
家戦略における内モンゴルの観光の位置付けを明
らかにした．また，中国政府は観光発展のため，
道路の整備，制度などを牧畜社会へ導入している．
そこで，第 4 章と第 5 章では，観光発展によって
導入される道路，制度などを牧畜民がどのように
受け入れているのかを考察した．
　第 4 章では，内モンゴルにおける牧畜民は国家
政策，市場経済や観光化およびそれらを媒介とし
て導入されたモノをどのように能動的に受け入れて
いるのか，また，牧畜社会へ導入されたモノがど
のように牧畜社会へ影響を与えているのかを考察
することで，牧畜戦略の多様化を明らかにした．
　第 5 章では，内モンゴルにおける牧畜戦略の 1
つである観光の生成プロセスについて考察を行っ
た．内モンゴルにおいては観光道路によって観光
道路沿いの観光と牧畜生活が生成されている．ま
た，観光道路沿いの観光と牧畜生活は単なる人間
の集合で形成しているのではなく，モノと人間が
異種混交することで形成したり，消失したりする．
そこで，観光という現象をモノや人間が異種混交
したアクターネットワークとして捉えることで，
その動態を記述し分析した．
4.　結論
　①国家政策・市場経済・観光化と「伝統的生活」
の関係を対立的に捉える視点を乗り越え，むしろ
牧畜民は国家政策，市場経済，観光化を自らの生
活に能動的に内在化しながら，牧畜戦略を多様化
しているという点を考察してきた．牧畜戦略の多
様化は，政策や制度に対する牧畜民の態度やあり
方にも影響を与えている．同一的・集合的なまと
まりをもった存在としての「牧畜民」ではなく，
彼らは多重的な存在となっていることを，そこで
は明らかにした．
　②本研究は観光におけるホストの文化や生活の
みに着目するのではなく，観光業以外の時期にお
けるホストの生活も研究射程に含めた．牧畜民は
観光業のみを営むわけではなく，多様な牧畜戦略
の中に観光業を位置付けている．多様な牧畜戦略
からみると，観光は牧畜戦略の 1 つの選択肢であ
ることを明らかにした．
　③現代牧畜戦略において，現象や行為のエー
ジェントは牧畜民にも，バイクや車などの非人間
にも帰せられない．そして現在の牧畜社会におけ
る科学技術を含む自然と文化，非人間と人間はハ
イブリッドとなっているため，どちらか一方に着
目し牧畜社会を描くことが不可能となっている．
観光道路沿いでの放牧やゲルツーリストキャンプ
の経営，人々の移動も様々なアクターと絡み合い
ながら逹成されていることを明らかにした．■
